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Co〃zptesαmoureux研 究(4)

鍛 治 義 弘

『恋の物語』ComptesamouretLXの 魅 力、文学史的意義が、その散文物語集の形式、 フェ ミニ

ス ト思想 と ともに、そ のフ ランス語 散文 の文体に もあ るこ とは、っ とに指摘 されてお り、ペル

ー ズはその華麗 さを、レイ ノルズ;コ ーネルは、優雅 さ、文 章での調和 を称揚 している1。 しか

し現在ま での ところア レクサ ン ドル ・ロ リア ンAlexandreLorianの16世 紀の散文全体 を対象 と

す る研究2の ジャンヌ ・フ ロール に関す る部分やペルー ズ版 の序論部 での扱い を除 けば、この問

題 を十分 に検討 した ものは見 られ ない よ うである。文体 の研 究は、16世 紀の散文の展開 との関

連 においてな され る必要が あるのだが、私 たちはこの問題 を 『恋の物語』 の中の一 つの話 を比

較検討す ることで始め ることに しよ う。

取 り上げ よ うとす るのは 『恋 の物語』 の第5話 であ り、 これ は 『デ カメ ロン』第5日 第8話

の著名 な地獄 の狩 りの話の筋 にほぼ従 う一種 の翻訳 である。既 に これ までの論 で指摘 したよ う

に、『恋の物語』は枠組 をポ ッカ ッチ ョの この物語集 に負ってお り、フランスではこの物語集 は

15世 紀 に初 めて仏訳 され て、ジャンヌ ・フロール の作 品の刊行後数年 で新た な仏訳 が出版 され

てい る。

15世 紀 の仏訳 はシャンパーニ ュ出身の ロラン・ド・プル ミエ フェLaurentdePremierfait(1360～

1370-1418)の 手 になるもので、プル ミエ フェは既 に ポ ッカ ッチ ョの ラテ ン語作品、 キケn.

の作 品の翻訳 を手がけていたが、フ ランチ ェス コ会修 道士Antoniod'Arezzoの 協力で 『デ カメ

ロン』の仏訳 を開始 し、1414年 に完成 させ た。 しか しプル ミエ フェが トスカナ語 を理解 しなか

ったた めで あろ うが、 この翻訳 はAntonioの ラテ ン語訳 か ら重訳 され た ものであ る。 その後活

字印刷術の発展 に伴い1485年 にアン トワーヌ ・ヴェラールAntoineV6rardが テ クス トをか な り

改変 して刊行 し、1541年 までに8版 を数 えた3。

このあ る意味で不完全 な版 に不満 を覚 えたマル グ リッ ト・ド・ナ ヴァール の要請 に応 えて ト

I

JeanneFlore,ContesamouretLxparMadameJeanneFlore,sousladirectiondeGabriel-AP6rouse,Presses

UniversitairesdeLyon,1980,p.26.<<i且s(=LesContesA〃louretLx)offrentunextraordinaireexempledestyle

flamboyant.>>

JeanneFlore,ContesAmoureuxpαrルladameJeanneFlore,6d.parRegineReynolds-Corncll,Publicationsde

1'Universit6deSaint-Estienne,2005,p.20-21.<<L'6且6gancedeleurstyle,1euramourdesmotsetdeleurharmonie

danslesphrases,particulierementlueahautevoix,nepeuventqueplaireauplusrevechedescritiques.〉>

2AlexandreLorian
,Tendancesstγlistiquesdanslaprosenarrative/7angaiseduXVIesie'cle,Klincksieck,1973

3CarlaBozzo且o
,<lntroductionaIaviectal'oeuvred'unhumaniste>,dans乙rntraducteuretunhumanistede

l・epoquedeCharlesVILaurentdepre〃lierfait,sousladirectiondeCarlaBozzolo,PublicationsdelaSorbonne
,

2004,PP・17-29;HenriHauvette・Lesplusancien〃estraductionsfrαncaisesdeBoccace,Peret&fils,P 。72sq参 照 。
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スカナ語か ら直接仏訳 を行 なったのが、 ドーフ ィネ地方LeBuis出 身で、 トスカナ滞在 経験 も

あるア ン トワーヌ ・ル ・マ ソンAntoineLeMagonで あ り、1545年 パ リのEstienneRoffetよ り刊

行 され、16世 紀 に13回 再刊 され ている4。

『恋の物語』 の第5話 はこの両者の翻訳の間 に刊行 されてい るが、オー ヴェ ッ トの指摘 に よ

れ ば5、ジャンヌ ・フ ロール はプル ミエ フェの訳 に従わず、イ タ リア語のテ クス トか ら訳 した と

考 え られ、か な り忠実 にポ ッカ ッチ ョの物語 に従 ってい る。

本論 は、これ らの翻訳 を通 して、 ジャンヌ ・フロールの作品の文体をで きるだ け明 らかにす

る ことが 目的 であ り、翻訳論 として論ず ることは主眼ではないが、手始め にそれぞれ の翻 訳の

特徴 を概観 してお こ う。例 えば 『デカ メロン』の次の短い一節 に もポ ッカ ッチ ョ(あ るいはイ

タ リア語散文)の 特徴がい くつ も指摘 できよ う。

Perseverandoadunqueilgiovaneenelloamareenellospenderesmisuratamente,parveacertlsuol

amicieparenticheeglisee・1suoavereparimentefosseperconsumare;6

冒 頭 の ジ ェ ル ン デ ィ オPerseverandoを 用 い た 節 の 結 合 、enelloamareenellospendere、suoiamici

eparenti、see'1suoavereの 多 項 表 現 、実 詞 化 さ れ た 不 定 詞amare、spendere、avereの 使 用 、-mente

の 副 詞smisuratamente、parimente、 イ タ リ ア 語 独 特 の 表 現fbsseper+不 定 詞 、 文 末 にconsumare

を 置 く こ と に よ る 直 接 目 的 補 語 の 前 置 な ど が 、 一 見 し た だ け で 観 察 さ れ る 。 こ の 一 節 は フ ラ ン

ス 語 で は そ れ ぞ れ 以 下 の よ う に 翻 訳 さ れ る 。

TandizdoncquesAnastaiseperseveroitenamouretendespenseoultrageuse,ilsamblaaaulcunsde

sesamisqu'ilgasteroitsoymesmeetpareillemantsesbiens.7

プ ル ミ エ フ ェ の 翻 訳 は ラ テ ン 語 か ら の 重 訳 と し て は 原 文 に 忠 実 で あ る が 、aulcunsdesesamis

と だ け あ り 、parentiは 訳 さ れ て い な い し 、 文 頭 の ジ ェ ル ン デ ィ オ 構 文 は 従 属 接 続 詞 の 使 用 で 置

き 換 え ら れ て い る 。

Ordoncquesperseverantlejeunegentilhommeensonamourcommenc6e,etensesdespences

demesur6es,bienveirentsesparensetamys,qu'enpeudejoursilauroittoutdespendu:8

『恋 の 物 語 』 で はenelloamareenellospendereの 二 項 表 現 を 翻 訳 す る 際 に 、名 詞 化 し たamour

にcommenceeが 付 加 さ れ て い る が 、前 置 詞+所 有 形 容 詞+名 詞+過 去 分 詞 の 構 文 が 繰 り 返 さ れ

て お り 、節 の 均 衡balancementdespropositionsを 狙 っ た も の と 考 え ら れ よ う 。 ま たenpeudejours

が 付 加 さ れ て い る の は イ タ リ ア 語 のfosseper+不 定 詞 に 近 づ け よ う と の 配 慮 で あ ろ う か 。see'l

suoavereはtoutに ま と め ら れ て し ま っ て い る が 、 構 文 を 変 化 さ せ て 動 詞 を 文 末 に お い て い る 。

4HenriHauvette
,op.cit,p.73sq参 照 。

51bid
.,p.113

6GiovanniBoccaccio
,Decameron,acuradiVittoreBrancqOscarMondadori,<OscarClassiciMondadori>,◎

1985,p.482.以 下 『デ カ メ ロ ン 』 の 引 用 ・言 及 は こ の 版 に よ り 、Bで 略 称 す る 。

7Deca〃leron
,traduction(1411-1414)deLaurentdePremierfaitparGiuseppediStefano,CERES,1998,p.660.以

下 プ ル ミ エ フ ェ の 翻 訳 の 引 用 ・言 及 は こ の 版 に よ り 、Pで 略 称 す る 。

8JeanneFlore
,Contesa〃loureLLxparルfada〃leJeanneFlore,sousladirectiondeGabriel-APerouse,Presses

UniversitairesdeLyon,1980,p.185.以 下 『恋 の 物 語 』 の 引 用 ・言 及 は こ の 版 に よ りCMと 略 称 す る 。
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ま たcommenc6eとdemesureesが 脚 韻 を踏 み 、en(an)が 幾 度 も繰 り返 され て い る こ と に も 留 意 し

よ う。

Pers6v6rantdoncquesAnastaiseensonamour,etensesdespencesdesmesur6es,ilsembla註aucuns

dessesparensetamysqu'ilconso㎜oitetsaperso㎜eetsonbien,9

ル ・マ ソ ン の 翻 訳 は 、 ル ・マ ソ ン 自 身 が 序 文 で 述 べ る よ う に10、 トス カ ナ 語 の 原 文 に 何 も加

え ず 何 も 省 略 し な い よ う に 心 が け て い る の で あ ろ う 、 意 味 的 に は 一 番 忠 実 な 正 確 な 翻 訳 と い え

る だ ろ う。 しか し不 定 詞 を 実 詞 化 し て 用 い る こ と は な い し 、-menteの 副 詞 の 一 方 は 形 容 詞 に 置

き 換 え られ 、 他 方 は 表 現 され て い な い 。

さて以下に、各 話の枠組 みの部分や語 り手の導入部分 は除 く、地獄 の狩 りの物語本文の比較

を通 して、『恋 の物語』の文 体を検討す るが、統辞 と語彙 の面か ら分析 を行 ない、この両面は ロ

リア ンの埋 め込み と誇 張の検討 に重 なるこ とにな ろ う。

統辞面の検討の第一 として文 中の語 順 を考 えよ う。 ポ ッカ ッチ ョのイ タ リア語の語順が大層

自由で あるこ とは、一読 して見て とれ る。例 えばいわゆる平叙文 で動詞 の後 に主語が後置 され

る箇所は、『デカ メロン』の当該部分 で19箇 所確認 され る。これ に対 してプル ミエ フェでは15

回、『恋の物語』で は23回 、ル ・マ ソンで は6回 の主語 の後置があ る。『デカメ ロン』、プル ミ

エ フ ェ、『恋 の物語』、 ル ・マ ソンの当該 部分 の人称 法 の数(命 令形 を除 く)は 、それ ぞれ

213,276,250,251で あるので、倒置の割合は、ポ ッカ ッチ ョ8.9%、 プル ミエ フェ4.4%、 『恋の物

語』9.2%、 ル ・マ ソン23%と なる。 さらに人称法の主語 が現在 の フランス語 の基準 か らして

省略 されて いる と見な され る場合 が、『デ カメロン』で67回 、プル ミエ フェで17回 、『恋の物

語』 で39臥 ル ・マ ソンで13回 数 え られ るので、 これ らの数 を人称法の数か ら引いた もので

倒置 の割合 を出す と、『デ カメロン』13%、 プル ミエ フェ6.1%、 『恋 の物語』10.9%、 ル ・マ ソ

ン25%と な る。ChristianeMarchello-Niziaに よれ ば中期 フランス語では、従属節 ではほぼ主語

一動詞 の語順 が一般化 し、独 立節 あ るいは主節で はこの語順が52%か ら75%程 度で あるので11、

この四人 の文ではかな り低 い割 合 となろ う。 しか しそ の中で もポ ッカ ッチ ョとジャンヌ ・フ ロ

ール のグル ープ とプル ミエ フェ、ル ・マ ソンのグルー プの間 には有意 な差が認 め られ よ う。 メ

グ レがフランス語 固有 と見 なす、主語+動 詞+補 語 の語順 を守 る必要性 を強調す る1216世 紀 半

9Lel)6cα 〃26Fo〃4ε βoccαoε
,TraductioncomplさteparAntoineLeMagon,lsidoreLiseux,1879,TomelV,p.48.以 下

ル ・マ ソ ン の 翻 訳 の 引 用 ・言 及 は こ の 版 に よ り 、LMと 略 称 す る 。 な お こ の 版 は1551年GuillaumeRouille

版 に よ る も の で あ る 。

10<<lesquellesjelaissayvoiraprさs
,tantaceuxdelanationTuscane・quedeIanostre・quitousnefirentacroire

qu'ellesestoient(sinonbien)aumoinstr合s-fidellementtraduites・Parquoymelaissantainsidoucementtromper(si

trompereya),jemesuisdepuismisalecommencerparunbout・etfinirparPautre:ayantentoutematraduction

prinspeinedenedireennostrelangueplusnemoinsqueBocaceafaictenlasienne.>>五 εD6cα ηz4roηdεBoccαoε,

Traductioncompl6teparAntoineLeMagon,lsidoreLiseux・1879・TomeI・PP5-6。

11ChristianeMarchello -Nizi灸HistoiredelalαnguefrangaiseauxXIVeetXVesiescles,Bordas,◎1979,P。331

12MireilleHuchon
,<<Leprosed'artsousFrancoisIer:illustrationsetconventions>>,inR.H.L.E,

2004,n.2,p.292
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ば に 近 い ル ・マ ソ ン の 翻 訳 で 、 倒 置 が 極 め て 低 い 割 合 で あ る こ と は 当 然 で あ ろ う が 、 同 時 期 の

『恋 の 物 語 』が15世 紀 初 頭 の プ ル ミエ フ ェ の 翻 訳 よ り も 主 語 の 後 置 割 合 が ず っ と高 い の は 大 変

興 味 深 い 。 つ ま り ジ ャ ン ヌ ・フ ロ ー ル は 主 語+動 詞 の 語 順 の 割 合 が 増 加 して く る 傾 向 に 反 し て

倒 置 を 用 い て お り、 こ れ は ポ ッ カ ッ チ ョの 文 、 イ タ リア 語 の 模 倣 の 現 れ と も 見 る こ と も で き よ

う。

さ ら に はColomboTimelliが16世 紀 の イ タ リア 語 で は 認 め ら れ る が 、 フ ラ ン ス 語 で は 守 る の

が 難 しい 構 文 と 指 摘 す る13、 複 合 時 制 あ る い は 受 身 形 で の 助 動 詞 と過 去 分 詞 の 間 へ の 挿 入 で も 、

小 規 模 な が ら同 様 の 傾 向 が 見 られ る 。 即 ち ポ ッ カ ッ チ ョ は こ の 構 文 を3回 用 い る が 、 そ の う ち

同 じ箇 所 を1回 プ ル ミエ フ ェ 、 『恋 の 物 語 』、 ル ・マ ソ ン は 再 現 し 、 さ ら に プ ル ミエ フ ェ は 新 し

く1度 使 用 し(『 恋 の 物 語 』、 ル ・マ ソ ン は こ れ を 採 用 し な い)、 『恋 の 物 語 』 で は9回 新 規 の 構

文 が 導 入 さ れ 、 う ち1回 を ル ・マ ソ ン は 繰 り返 し 、 ル ・マ ソ ン も5回 新 た に 作 り出 し て い る 。

総 計 ポ ッカ ッチ ョ3回 、 プ ル ミエ フ ェ2回 、 『恋 の 物 語 』10回 、 ル ・マ ソ ン7回 こ の 表 現 を 用

い て い る 。 回 数 で こ そ ル ・マ ソ ン は 『恋 の 物 語 』 に 続 く が 、 挿 入 され る 語 句 はrienを 除 け ば 、

jamais、tousjoursな ど の 回 数 を 表 す 副 詞 やpareillement,cruellementの 様 態 を 表 す 副 詞 で あ り、 現

在 の 規 範 と は 大 き く か け 離 れ て い な い 。 し か し 、 『恋 の 物 語 』 で は<<etsontmescruelzchiens

repeuZ>〉(p.188),<<elleavoitchacunechosedistinctementveueetouye>〉(p.191),<<ileustsamere

occise>〉(p.191)の よ うに 名 詞 主 語 や 名 詞 直 接 目 的 語 が 挿 入 され て お り、 き わ め て 特 異 な 語 順 を

作 っ て い る。

そ の 他 ポ ッ カ ッ チ ョで しば し ば 見 られ る 属 詞 一 動 詞 の 語 順(7例)、 過 去 分 詞+助 動 詞 の 語 順

(10例)、 名 詞 補 語+動 詞(6例)、 さ ら に は 不 定 法+人 称 法 の 語 順(3例)に つ い て は 、 プ ル

ミエ フ ェ が 幾 分 ポ ッ カ ッ チ ョに 従 うが(順 に4例 、1例 、1例 、0)、16世 紀 の 仏 訳 で は ほ と ん ど

見 られ な い(順 に 、 『恋 の 物 語 』 で1、0、0、0、 ル ・マ ソ ン で1、0、0、0)。 た だ 『恋 の 物 語 』

に は 名 詞 の 補 語+名 詞 の 語 順 が1例 あ る。

以 上 見 た よ うに 『デ カ メ ロ ン 』 の 語 順 は 極 め て 自 由 で 、 そ れ に よ り ほ と ん ど 奔 放 と い っ て よ

い ほ ど の し な や か な 文 体 を構 成 し て い る 。 そ して こ の 面 で ポ ッカ ッチ ョ に よ り近 い の は ま だ フ

ラ ン ス 語 の 語 順 の 自 由 度 が 高 か っ た で あ ろ う15世 紀 の プ ル ミ エ フ ェ よ り もむ し ろ16世 紀 の 『恋

の 物 語 』 で あ り 、『デ カ メ ロ ン 』 に 忠 実 で あ ろ う とす る ル ・マ ソ ン は も は や ポ ッ カ ッチ ョ の 自 由

さ を 再 現 す る こ と は で き な い 。

し か し フ ロ ー ル は こ う し た 自 由 を 別 の 目 的 に も 用 い た 。 ポ ッ カ ッ チ ヨ の<<quantopiala

speranzamancava,tantopiamultiplicasseilsuoamore>〉(p.482)を フ ロ ー ル は<<tantque1'esperance

dejamaisenjouyrdeffailloit,d'aultantsemuitiplioitl'amourdedanssonamedolente.〉>(P.185)と 『デ

カ メ ロ ン 』 の 語 順 を 尊 重 し て フ ラ ン ス 語 に 移 した が 、 こ こ に 見 ら れ る の は 主 語+動 詞 、 動 詞+

主 語 の 交 錯 配 語 法 で あ り 、 『恋 の 物 語 』 で はdejamaisenjouyr,dendanssonamedolenteが 付 加 さ

13MariaColomboTimelli
,〈Lapremiere¢ditionbilinguedel'Histoired'Aurelioetd'lsabel(GillesCorrozet,Paris,

1546)-ou:Quelquesproblさmesdetraductiond'italienenfrangaisauxvlesi色cle>,dansTraductionetadaptation

enFrance∂la/7nduMの,enAgeet∂laRenai∬ance,Champion,1997,P.309
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れ ることで、 ほぼ同 じ音節 数 とな る前 ・後半の句それぞれでan,enが3回 つつ繰 り返 され てい

る。

さらにはくくParcemoienobtintNastagiodesesdoulcesamourslajouyssance.>〉(CA,p.191)で は主

語、動詞 と名詞、名詞補語の二重の倒 置が見 られ、注意 を引 き、文末にjouyssanceを 置 くこと

でナ スタジオの享受 を強調 し、地獄 の狩 りの話を うま く締 め くるだけでな く、IO音 節 つつの二

句の前半 はo後 半 はouが3回 反復 され 、響きのよい文 をつ くりあげてい る。この よ うにフ ロー

ル は語順の 自由さを文の装飾 と音の響 きのために巧みに利用 している。

次 に ロリアンがそれぞれ分析的、総合的 、混合的埋め込みの手段 とした、接続 詞(句)、 分詞 、

関係代名詞 の用方 を見てみ よ う。

節 と節 、文 と文 を関係付 ける明確 な印 である接続詞(句)お よび一部の副詞(句)は ポ ッカ

ッチ ョではそれ ほ ど目立 たない よ うだ。多用 され るeと 名詞句 を導 くcheを 除 けば、等位接続

詞 のma(10例)、 従属接続 詞句ではsicomeの ような様態 を表現す るもの(9例 、4種)、perche

な どの原 因を表す もの(9例 、4種)が わず かに 目を引 く程度で ある。 これ らは フランス語 の

翻訳で もほぼ同 じ傾 向であるが(P:mais8;原 因1;様 態13,4種.CA:maislO;原 因6、

4種;様 態14、5種.LM:mais5;原 因7、5種;様 態13、2種)、 それぞれの翻 訳者 の好

み も存在す る。 プル ミエ フェは三者 の中では最 も多 くの接続詞(句)を 用いてお り、 と りわけ

quantな どの時 の接続詞(句)(23例 、7種 。Bl4、2種 。CA:7、3種 。LM:10、4種)

と副詞apres及 び他 の語 との複合表現(8例)を 多用 し、等位接続詞 のcarも かな り多 い(7例 。

CAは5、LMは3)。 『恋 の物語』 では等位接続詞orに もかな り頼ってい る(5例 。Pは2、

LMは1)。 こ うした結果 が示す ところは と りあえず以下の よ うにな ろ うか。 ポ ッカ ッチ ョと、

この面でもポッカッチ ョに倣 うル ・マ ソンはあま り分析 的埋 め込み を使用 しない。プル ミエフ ェ

が最 も分析 的埋 め込みを愛好 しているが、それ はまだ論理的関係 を複雑 に組 み合わせ るもので

はな く、時の関係 を示す素朴な ものに留ま ってい る。『恋の物 語』もプル ミエ フェと同様 な傾 向

にあ るが、ジ ャンヌ ・フロール は、以 下の関係代名詞 の分析で見 るよ うに、時 よ りは原 因 ・結

果な どの関係 をむ しろ重視 してい る。

『デカメ ロン』 の当該部分 には現代 イタ リア語 の現在分詞は使われてお らず、 ジェル ンデ ィ

オのみであ り、また16世 紀 のフランス語 ではジェ ロンデ ィフ と現在分詞 の使 い分 けはまだはっ

き りしないので、以下ではジェル ンデ ィオ、動詞 の一ant形(語 形の異形 を含 むが、形容詞 お よ

び付加形容詞 としての用 法を除 く)、過去 分詞 を検討 の対象 とす る。まず使用数 を挙げてお こ う。

ポ ッカ ッチ ョはジェル ンデ ィオを42回 使 用 し、プル ミエ フェ、『恋の物語』、ル ・マ ソンはそ

れ を順 に12回 、13回 、37回 一ant形で翻訳 してい る。 またプル ミエ フェは新た に10回 一ant形を

使用 し、そ の うち 『恋 の物語』 は2回 、ル ・マ ソンは1回 一ant形で受 けてい る。『恋の物語』 も

16回 新 たに一ant形を使用す るが、ル ・マ ソンは これ らの一ant形を採用 しない。ル ・マ ソンも13

回新 たに一ant形を用いる。総計ポ ッカ ッチ ョで は42の ジ ェル ンデ ィオが使 用 され 、-ant形 はプ

ル ミエ フェに22、 『恋の物語 』に31、 ル ・マ ソンに50出 現す る。

過 去分詞(受 動態 と複合形 を形成す る ものは除 く)は ポ ッカ ソチ ョで31回 使用 され、そ の う

ちプル ミエ フェは6回 、『恋の物語』は5回 、ル ・マ ソンは6回 を採用す る。ただ しル ・マ ソン

(5)



では 『デカ メロン』での この過去分詞 を現在 分詞複合 形で翻訳す る場合が8回 、-ant形 で翻 訳

す る場合 が1回 ある。(上 の新 たに一antを使用す る場合 に含 まれ る。)プル ミエ フェとジャンヌ ・

フロール はそれぞれ2回 、9回 新た に過去分詞 を用 い るが、これ らは他 の翻訳で は見 られ ない。

過 去分詞 の総計の使用度数は 『デカ メロン』31、 プル ミエフェ8、 『恋の物語』14、 ル ・マ ソン

6で あ る。

この数字が示す とお り、ポ ッカ ッチ ョとル ・マ ソンは圧倒 的に多数 の分詞形 を使用 してお り、

二人の文体 は総合的埋 め込み を好んでいる。 これ に対 してプル ミエ フェ とジャ ンヌ ・フロール

はポ ッカ ッチ ョで の分詞の構文 を接続詞+人 称法 でかな りの数翻訳 してお り、先 の接続詞 の と

ころで見た よ うに、む しろ分析的埋 め込みを志向す る。

『恋の物語』 はポ ッカ ッチ ョに次いで過去分詞 を多 く用 いてい るが、 ここにはかな り興 味深

い問題が存在 してい る。それは意味上の主語 の位置 の問題で ある。 ジャンヌ ・フ ロール が新 た

に用いた過去分詞 の うち4例 は主語 と同格(た だ し一っの主語は表現 されてい ない)で 、残 る

5例 は所謂絶対分詞で、その中に次の文例 がある。

otipass6equasilacinquiesmeheuredujour,(p.186)

etapeineservilederniermets,(P.190)

前例 の方が理解 しやすいだ ろ うが、この二つの過去分詞はそれぞれ 後に来 るheure,metsと 一

致 してお り、 フランスで はこれ らが この過去分詞の主語 と見な され、主語が後置 されてい るこ

とになる。 ところで坂本鉄男 の 『現代イ タ リア語文法』 に よれ ば14、イ タ リア語 では従属節 を

つ くる過去分詞 の場合、essereを 助動詞 とす る自動詞 の過去分詞 は主語の性 ・数 に一致 し、主

語は過去分詞の後 に置 き、直接 目的語 を伴 う他動詞の過去分詞 は直接 目的語の性 ・数 に一致す

るので、形式 的には直接 目的語 を主語 とした受動態節 の ようになる。『恋 の物語』の上 の2例 は

イ タ リアで は直接 目的語 を伴 う他動詞 の場合 となろ う。 こ うした用法はポ ッカ ッチ ョにも見 ら

れたのだが、大分部 の場合 フランス語 では人称法に変 えて翻訳 されてい る。 しか し次の よ うな

興味深い例が ある。

rottoilsuodolcepensiero,(B,p.483)

Anastaize,enterompuzensondoulzpensemant,(P,p,661)

Parqouyentrerompusondoulxpenser,(CA,p,186)

,quiluyfitrompreiedouxpenser(LM,p50)

ilquale,finitoilsuoragionare,(B,p.484)

Lechevaherapr6sfmeesaparole(P,p.664)

lequelfmiessesraisonsavecquesNastagio(CA,P.188)

lequel,quandileutachev6sonparler,(LM,p.53)

Laqualcosaalsuoteminofbmita(B,p.486)

14坂本鉄男 『現代イタ リア語文法』 白水社1979年278頁
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Maisapr芭slabesoignefinee(P,p.666)

Aprさsquelechevaliereustachev6celuyhorriblespectacle(CA,p.191)

Cestechosesfmie(LM,p.56)

第三の例の名 詞+過 去分詞の語順 は、現代イ タ リア語の規則 では破 格なのだ ろ うが、 フラン

ス語 ではむ しろ規則的 と感 じられ るのか、プル ミエ フェもル ・マ ソンも同 じ語順で過去分詞構

文を採 用す る。 しか し第一第二例の過去分詞+名 詞(イ タ リア語 では 目的語、 フランス語では

主語 と解 され るべ きで あろ う)を ル ・マ ソンは関係 代名詞節 と接続詞節 で置 き換 える。 プル ミ

エ フェは第二例では過 去分詞を後続す るparoleに 一致 させ てい るが、第一例 では過去分詞 は何

に一致す るか分 らず、まった くの破格構 文になってい る。 ジャンヌ ・フ ロール は第三例 こそ接

続詞節 に変えたが、第一例、第二例 では後続 す る名詞 に過去分詞 を一致 を させ てい る。 この よ

うに見て くる と、中期 フラ ンス語 にも過去分詞 の主語 に対す る後置の例 はあ るが15、 あれ ほ ど

ポ ッカ ッチ ョに忠実なル ・マ ソンが一っ もこ うした構文 を取 らない ことか ら見 てこの構文が16

世紀 では非常に稀になっていた と思 われ 、『恋の物語』の例 はイ タ リア語 の構文 を模倣 した もの

と考え ることができるのではないか。

埋 め込 みに関わる もの として、ロリア ンが混合 的埋 め込み の道具 とす る関係詞 を検討 しよ う。

ロ リア ンは関係詞 を制 限的、説 明的用 法であるquiの 系列 と付加 的用法 であるlequelの 系列 に

分 けて考察 してお り16、イ タ リア語ではそれぞれcheとqualeに あた る と考 えて よいだろ う。こ

うしてqui,lequel,そ の他 で分類 してみ る と以下の結果になる。

qui,que,quoi(it.che,chi)

lequei(it.quale)

う ち 前 置 詞 な し の 形

そ の 他(dont,ouな ど)

計

0

8

!0

5

3

B

2

2

1

5

P

18

9

3

3

30

CA

25

11

6

14

50

LM

38

16

8

10

64

プル ミエ フェ、『恋 の物語』、ル ・マ ソンの該 当部分の語数はそれぞれ2301、2528、2193で あ

るので、 ロ リアンが出 した関係 詞の 出現度数 と比較す るた めに10000語 当 りの 関係詞 の出現度

数推定値 を計算す る と、 プル ミエ フェは130、 『恋 の物語』197、 ル ・マ ソン291と なる。 これ

らの数字 をロ リアンの16世 紀 の散 文物語標本 の平均値232.2i7と 比べてみれ ば、ル ・マ ソンが

か な り平均値 を上回 り、『恋の物語』 はほぼ平均並み(ロ リアンが 『恋の物語』の初めのlOOOO

語に対 して 出 した結果 と一致す る)、プル ミエ フェは平均 を大 きく下回 ることが一層明確 にな る。

ル ・マ ソンがこ うして関係節 を多用す るのは原典 である 『デカ メロン』で既 に豊富 に使用 され

ていてそれ を忠実 に翻訳 した ことが大 きな理 由で あ り、qui,1eque1の 両系統 ともに使用回数が多

15ChristianeMarchello -Nizia
,oP.cit.,P.340に 挙 げ ら れ て い る 例 。Consid6r6ceschoses,m'adventuraydedire

auroyque_(Commynes,III,p.224)

i6Lorian
,op.cit.,P.223sq.

171bid
.,p.313
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いが、過去分詞節 を関係節 に書 き直す こともあ り、ポ ッカ ッチ ョよ りも数 が増 している。 プル

ミエ フェは逆に 『ポ ッカ ッチ ョ』 でのquale系 例の関係詞 を、特に文頭 にあ るとき、そのまま

1eque1系 列 で受けず に、名詞 に戻 して翻 訳 してい る例 が多 く、そのた め使用 が少 な くなってい

る。 つま りプル ミエ フェは ロ リア ンの言 うlequelの 延 長の前触れ であ る用法 をほ とん ど用 いな

い18。『恋 の物語』での関係代名詞 の使 用は、ポ ッカ ッチ ョの用 法に、ル ・マ ソン程 ではないに

して も、か な り忠実で ある。 しか しジャンヌ ・フロールは他 の二人の翻訳者 が用 いなかった関

係 詞 を多 く使 ってい る。それはその他の 中に分類 した文頭 に置かれ るdontで 、7度 現れ る。 こ

の関係詞 をロ リアンは文頭 でのquoi,(ce)qui,(ce)quoiと 並べて中立的接続語conjonctifneutreと

し、その機能 は二つの述部が分離 された り無造作に並 置 され るのを防 ぎ、事象が因一果の配列

に従 い、論 理的に連 鎖す るの を強調す る ことにある、 と主張す る19。 ジャンヌ ・フロール の場

合 も、曖昧で はあるが前節 の内容 を受 けてその結果 を示す ために用 い られてお り、接続詞 の折

に指摘 した、文 と文の問に論理 関係 を結 ぼ うとす る傾 向の現れ である。

以上 の接続詞(句)節 、分詞節 、関係 節の検 討か ら、埋 め込み の型 の違 いが明瞭 になる。プ

ル ミエ フェは素朴 な分析的埋め込み を使 用 し、特に時の関係 を示そ うとす る。一方ル ・マ ソン

はポ ッカ ッチ ョに倣い、総合的 、混合的埋 め込み を好み、短縮 しなが ら引き延ばす手法 をとる。

しか しル ・マ ソンの場合 は1550年 以後 の作家 が実践す る過剰な引 き延 ば し、人工性 に陥 るこ と

はない。『恋 の物語』 は、『デカ メロン』に見 られ るイタ リア語 的分詞 の用法 もあるが、む しろ

混合的 、分析的埋 め込みを志 向 し、論理的関係 、因果 関係 を示そ うとす る。

さらに こ うした埋 め込みの方法の違いだ けではな く、ポ ッカ ッチ ョの文の効果 を確かめ るた

めに、一例 を挙 げよ う。

Nastagio,udendoquesteparole,tUttotimidodivenutoequasinonavendopeloaddossochearricciato

nonfosse,tirandosiadietroeriguardandoallamiseragiovane,comminci6paurosoaaspettarequella

chefacesseilcavaliere;i韮quale,finitoilsuoragionare,aguisad'uncanerabbiosoconlostoccoin

manocorseaddossoallagiovane,laqualeinginocchiataeda'duemastinitenutafortegligridivamerc6,

eaquellacontuttasuafbrzadiedepermezzoilpettoepassolladall'altraparte.IIqualcolpocomela

giovaneebbericevuto,cosicaddebocconesemprepiagnendoegridando:eilcavaliere,messomanoa

uncoltello,quallaaprinellereni,efUoritrattoneilcuoreeognialtracosadatorno,a'duemastiniilgitt6,

liqualiaffamatissimiincontanenteilmangiarono.(pp.484-485)(soulign6parnous)

こ の 地 獄 の 狩 り の 、 騎 士 が 自 分 に 残 酷 で あ っ た 女 の 体 を 切 り刻 み 心 臓 を 挟 り 出 し 、 犬 に 投 げ

与 え る シ ー ン で 、 多 用 さ れ る ジ ェ ル ン デ ィ オ と 過 去 分 詞 は 、 接 続 詞 を 用 い て 時 間 論 理 関 係 を 示

す の と は 異 な り(接 続 詞 はeとcomeし か 用 い ら れ て い な い)、 主 語 や 直 接 目 的 語 の 位 置 の 変 化

に よ る 自 由 な 語 順 と も あ い ま っ て 、 屈 曲 す る こ と な く 情 景 を 前 へ 前 へ と 展 開 す る の に 寄 与 し 、

ジ ェ ル ン デ ィ オ の 同 音 の 語 尾 の 繰 り 返 し は 動 的 な リ ズ ム を 劾 ん で い る 。 ま た 文 頭 に 置 か れ たil

181bid .,p.236

191bid ,,pp.253-257

(8)



quale,1aquale,1iqualiの 関 係 詞 も 、 代 名 詞 主 語 が ・一・一つ も な い に も 拘 わ ら ず 、 騎 士 、 女 、 騎 士 、 犬

へ と 目 ま ぐ る し く変 化 す る 行 動 の 主 体 を 、 二 度 用 い られ る 指 示 代 名 詞quellaの 働 き も借 りて 、

明 示 し な が ら 、主 語 、直 接 目 的 語 の 動 詞 に 対 す る 後 置 、前 置 な ど の 自 由 な 語 順 と も あ い ま っ て 、

文 を 前 に 進 め る の に 大 き な 役 割 を 果 し て い る 。 素 早 く 力 強 い 文 体 の 見 本 と言 え る 。

紙 幅 の 関 係 で 挙 げ る こ と が で き な い が 、 プ ル ミエ フ ェ の 翻 訳 で は ジ ェ ロ ン デ ィ フ と過 去 分 詞

の い く つ か は 接 続 詞 節 に 置 き 換 え ら れ 、 こ と に 接 続 詞 副 詞 のapr6sが4回 使 用 さ れ て 前 後 の 関

係 を 示 し、ま たilqualeは 先 行 節 で 主 語 の 動 詞 へ の 後 置 を 行 な わ な か っ た た め で あ ろ うが 、用 い

られ ず 、 名 詞 を 繰 り返 して い る 。 ル ・マ ソ ン の 翻 訳 で は ジ ェ ロ ン デ ィ フ 、 過 去 分 詞 は ほ ぼ そ の

ま ま 一ant形 と 過 去 分 詞 に 保 た れ 、ilquale,laquale,liqualiは そ れ ぞ れ 且equel,laquelle,lesqulzに 受 け

継 が れ た が 、finitoilsuoragionareは 接 続 詞 節 に 置 き 換 え られ 、Ilqualcolpocomelagiovaneebbe

ricevutoの 直 接 目的 語 の 前 置 も 通 常 の 語 順 に 戻 さ れ て い る 。

こ の 部 分 は 『恋 の 物 語 』 で は 以 下 の よ うに な る 。

AdoncquessetiraarriereNastagiositimide,craintifetestonn6quetouslescheveuxdelatesteluy

dressent,etregardantverslamiserableDamoiseUecommencepaoreuxaattendreacequeferoit】e

Chevalier:lequelfiniessesraisonsavecquesNastagio,commeungchienenrag6,ayantsonesp6enue

enlamaincourutsusalamiserablefemme:laquelleagenoulxetretenuedesdeuxmastinspiteusement

requeroitpardon.Maiscerienneluyvallut=carlechevalierdetoutesaforceIafrappaparmyI'estomac,

tantqu'illajectaparterre.Cependant1'infelicenesgavoitqueplaindrepiteusementpourtoussecours。

Puislechevaliersaccaungcousteaupendantasaseincture,etd'iceluyluyouvritlesrains,etluytira

horsIec(則rduventre,etlejecta(chosehorribleetstUpendeaveoir)asesdeuxcruelzetaffamez

mastinsquienpeud'heureeurenttoutdevor6.(CA,pp.188-189)

ジ ャ ン ヌ ・フ ロー ル はilquale,laqualeの 二 つ の 関 係 詞 は そ の ま まIequel,laquelleで 受 け て 文 頭

に 置 き 、 三 つ 目 のliqualiはquiに 変 化 させ た が 、 先 行 詞mastinsが 直 前 に あ り、 先 行 詞 に 迷 う

こ とは な く、後 続 す る節 でenpeud'heureを 付 加 し た の で 動 作 の 順 序 が 逆 に な る こ と も な く 、こ

こ で の 前 過 去 は 単 純 過 去 の 直 後 に 迅 速 に 完 了 し た 行 為 を 表 現 し て い る と解 され る べ き で あ ろ う。

『デ カ メ ロ ン 』 で の ジ ェ ル ン デ ィ オ 、 過 去 分 詞 は 省 略 さ れ た り(udendo,gridando;divenuto)、

人 称 形 に 置 き 換 え られ た り、 前 置 詞 句 に 変 化 させ られ た りす る(inginocchiata;agenoulx)が 、

語 順 を 変 化 させ た り、si～que、tantqueの 相 関 表 現 を 用 い て 、 行 為 の 順 序 を 文 の 展 開 に あ わ せ る

工 夫 も 見 られ る。finitoilsuoragionareを ノレ ・マ ソ ン は 接 続 詞 節 に 変 更 した が 、 ジ ャ ン ヌ ・フ ロ

ー ル は プ ル ミエ フ ェ 同 様 主 語 を 後 置 し た 絶 対 分 詞 の 形 で 維 持 し て い る(プ ル ミエ フ ェ で は 接 続

詞apresが 付 加 さ れ て い る)。Adoncques、Mais、car、Cependant、Puisの ポ ッカ ッチ ョが 使 用 し

な い 接 続 詞 副 詞 を 付 加 して 、 時 、 原 因 、 対 照 な ど の 文 の 関 係 付 け を 行 な っ て い る 。 ま たetluy

の 反 復 に よ っ て 行 為 を 強 調 す る と と も に 、 同 じ音 節 数 の 二 つ の 句 に リ ズ ム を 与 え て い る 。 ま た

原 典 に は な い 挿 入 節 に 現 れ る形 容 詞stupendeは ラ テ ン 語stupeoか ら来 た イ タ リ ア 語 の 形 容 詞

stupendoに 対 応 す る と思 わ れ 、16世 紀 で も極 め て 稀 な も の で あ る 。 こ の 一 節 は イ タ リア 語 法 の

影 響 を 受 け な が ら 、 む しろ 分 析 的 混 合 的 埋 め 込 み を 用 い る が 、 明 瞭 で つ な が りが か な り滑 ら か

な 文 体 を 提 示 し て い よ う。
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語 彙 面 で の 文 体 分 析 と し て 先 ず は 二 項 表 現bin6me,redoublement,dittologie(及 び 多 項 表 現

polyn6me)を 採 り上 げ よ う。 こ の ル ネ サ ン ス の エ ク リチ ュ ー ル の 一 特 徴 は 、 ロ リア ン の 定 義 で

は 、 「同 一 の 構 文 上 の 機 能 の 、従 っ て 等 位 の 道 具 に よ っ て 結 ば れ る 、 同 じ あ る い は 相 当 す る 文 法

的 性 質 の 二 つ あ る い は い く つ か の 用 語 で 構 成 さ れ る 言 語 表 現 」20と あ る。 そ し て 項 の 関 係 が 類

義 、 隣 接 、 反 意 の も の を 扱 っ て お り、 私 た ち も そ れ に 従 う こ と に し よ う。

ロ リア ン75-76頁 に よれ ば 、こ の 表 現 の 使 用 頻 度 は 、10000語 に 対 し て 、ク レ ン ヌ240以 上 、

ボ エ ス チ ュ オ ー220以 上 、 フ ロ ー ル160以 上 、 ブ ラ ン トー ム135以 上 で あ り 、 フ ロ ー ル は 最 も

多 い グ ル ー プ に 属 す る 。 そ して ポ ッ カ ッチ ョ の 原 文 で も 多 く用 い られ て お り 、 当 該 の 部 分 に は

55箇 所 見 られ る 。 そ して そ の うち プ ル ミエ フ ェ は44を 、 『恋 の 物 語 』 で は26を 、 ル ・マ ソ ン

は47を 再 現 して い る 。 さ ら に ポ ッカ ッチ ョが こ の 表 現 を 用 い な か っ た と こ ろ で 、プ ル ミ エ フ ェ

は25(内 『恋 の 物 語 』 は5を 、 ル ・マ ソ ン は3を 再 現 す る)、 『恋 の 物 語 』 は35(ル ・マ ソ ン は

こ の う ち 一 つ も 採 用 して い な い)、 ル ・マ ソ ン は 一 つ 新 し く 用 い て い る の で 、総 計 ポ ッ カ ッ チ ョ

は55、 プ ル ミエ フ ェ は69、 『恋 の 物 語 』 で は66、 ル ・マ ソ ン は51個 の 用 法 を 数 え る こ と に な

り、 そ れ を10000語 あ た り の 推 定 値 で 示 せ ば 、 プ ル ミエ フ ェ299、 フ ロ ー ル267、 ル ・マ ソ ン

232で あ り、 い ず れ も 極 め て 高 い 頻 度 で あ る 。 し か しル ・マ ソ ン とプ ル ミエ フ ェ は 元 来 ポ ッ カ

ッチ ョ が 使 用 し た も の を フ ラ ン ス 語 に 直 し た 例 が 多 く、 『恋 の 物 語 』 に は 『デ カ メ ロ ン 』 に な い

付 加 され た 部 分 が か な り あ る と は い え 、 ジ ャ ン ヌ ・フ ロ ー ル が 作 り出 した 表 現 の 数 は や は り注

目 に 値 す る 。

こ の 二 項 表 現 は 中 世 以 来 見 ら れ る の も の で あ り 、 そ の 発 展 に お い て 翻 訳 と の 深 い 関 係 が 指 摘

され て い る 。 原 語 の 意 味 を 二 重 化redoublementし て 説 明 す る の で あ る 。 こ の 一 節 で も プ ル ミ エ

フ ェ の 翻 訳 で は こ う した 二 重 化 が 特 徴 的 に 当 て は ま る 。 例 え ば<<prendendosperanzaconlesue

opere>>(B,p.481)の 場 合 に は 、<<Anastaiseeustesperanceensesceuvresetatours(P,p.659)〉>と

opereの 内 容 を 具 体 化 して い る し 、原 文 の 意 味1語 で カ ヴ ァ ー で き な い 場 合 は 、<<inmoltietvarii

ragionamenti>〉(B,p.486)を<<enmaintsetdiverspensemensetparoles>〉(P,p.666)と 翻 訳 す る よ う

に 、raginamentiをpensemensetparolesと 二 語 で 表 現 す る の で あ る 。

『恋 の 物 語 』の 場 合 は 、ソ ッ ツ イ が 指 摘 す る よ うに21、 こ の 二 項 表 現 に は 何 よ り も 強 調emphase

の 意 図 が 働 い て い る 。例 え ば 、『デ カ メ ロ ン』 の く<Ecosidicendo,icani,presafortelagiovanene・fianchi,

lafbmarono,〉 〉(p.483)と い う部 分 を ジ ャ ン ヌ ・フ ロ ー ル は 次 の よ うに 翻 訳 した 。

20Lorian
,op.cit.,PP.65-66<<Parpolyn6me,ilfautcomprendreuneexpression且inguistiquecompo託ededeuxou

plusieurstermesdenaturegrammaticale6galeou6quivalente(deuxouplusieursnoms,adjectifs,etc.;oubien

a(ijectifetcompl壱mentdunom,adverbeetlocutionadverbiale,verbeetlocutionverbale,etc.),defonction

structuraleidentique(deuxouplusieurssujets,pr6dicats,objets,etc.)etreli6sparcons6quentparunoutilde

coordination(conjonctionousucc6dan6deconjonction),normalemcntpr6pos6audernierterrnedupolyn6me.〉>

21LionelloSozzi
,<BoccaccioinFrancianelCinquecento>,dansIlBoccaccionellaCulturafrancese,acuradi

CarloPellegrini,LeoS.Olschiki,1971,P・310・<<RispettoallapiUlineareedincoloretraduzionedelLeMagon,

quelladiJeanneF且oresiponeadunlivellopiuimpegnatoepersegueunintentopiUenfaticoconungustoevidente

deicontrasiedeglieffettiorrorosi・Quest'enfasipatetica¢ottenutamo且tospesso,conun晦icosdoPPiamento

aggettivaleoverbale:〉 〉
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Encedisant,leshorriblesetenragezchiensacconsuyrentlapauvremiserabledamoiselleetchascun

d'eulxlaprintparlesflans,etyplongerentleursenvenime'esetcruellesdens,(CA,p.187)(soulignepar

nOUS)

ポ ッカ ッチ ョが 何 ら の 形 容 も し て い な い 犬 と女 は 二 項 表 現 で 修 飾 され 、 さ ら に は 歯 を 押 し 当

て る 様 を 再 び 二 項 表 現 の 形 容 詞 を 含 む 文 で 付 け 加 え て い る。 さ ら に こ の 箇 所 だ け で は な く 、 若

い 女 に 襲 い か か り噛 み 付 く 犬 に は 、 新 た に 形 容 語 を 付 け 加 え て 幾 度 も 二 項 表 現 に 仕 立 て 上 げ 、

そ の 恐 ろ し さ を 演 出 す る22。 ま た 初 め て 騎 士 が 登 場 す る 場 面 で は 、 犬 、 騎 士 、 馬 に く<deuxgros

mastinsnoirsethydeux>><<ungchevalierarm6d'armuresnoires>><<ungchevalhorribleet

noir>〉(CA,p.186)と 「黒 いjを 繰 り返 し 、 そ の うち 二 つ は 二 項 表 現 を 用 い て い て お り、 対 に な

る 形 容 詞 の 意 味 と も あ い ま っ て 、 無 気 味 さ を 一 層 際 立 た せ る23。

二 項 表 現 は 形 容 詞 を 用 い る 例 が 最 も 多 数 で あ る が 、『恋 の 物 語 』で は そ こ に 著 し い 特 徴 が あ る 。

そ れ は 先 ほ ど の 引 用 で も 見 られ たhorribleが 多 用 さ れ る こ と で あ る 。 ジ ャ ン ヌ ・フ ロ ー ル は

horrible含 む 二 項 表 現 を6回 も繰 り返 す24。 こ う し た 特 定 の 形 容 詞 の 偏 愛 は エ ピ ソ ー ド全 体 の 調

子 に も 関 わ る と 思 わ れ る 。 そ も そ も こ の 地 獄 の 狩 りの 主 調 音 は 女 の 「残 酷 さ 、 つ れ な さ 」 とそ

の 応 報 と し て の 罰 の 「残 酷 さ 、 苛 烈 さ」 で あ る と 考 え られ 、 ポ ッ カ ッ チ ョ で は こ の 主 要 観 念 を

表 す 形 容 詞crudelと そ の 派 生 語 が 頻 出 す る25。 『恋 の 物 語 』 で も こ の 傾 向 は 変 わ ら ず 、 む し ろ 強

め られ て い る26。 し か し フ ラ ン ス の 作 家 は そ こ に 新 た に 別 の 倍 音 を 添 え て い る よ う に 感 じ られ

る の だ 。 そ れ が こ のhorribleで あ り、 地 獄 の 狩 りの 主 役 達 の 「恐 ろ し さ 」 を 際 立 た せ よ う と し

て い る27。

こ う して 二 項 表 現 は 女 の 懲 罰 シ ー ン の 描 写 に 頻 出 し 、 悲 痛 と恐 怖 を 強 調 し 、 物 語 の 調 子 に も

大 き く影 響 を 与 え て い る が 、ま た 別 の 働 き も 認 め られ る 。既 に 挙 げ た く<ensonamourcommenc6e,

etensesdespencesdemesurees>〉 の 引 用 に 際 し て も述 べ た が 、 こ こ に は 節 の 均 衡 を 計 る 対 句 的 処

理 が 認 め られ 、 ま た 各 句 の 最 後 が 脚 韻 を 踏 ん で い る 。 こ と に 同 音 の 反 復 は 『デ カ メ ロ ン 』 に も

見 られ 、 イ タ リ ア 語 で は 形 容 詞 が 同 音 で 終 る こ と が 多 く 、 ま た ジ ェ ル ン デ ィ オ を 用 い て 二 項 表

現 に す る こ と も し ば し ば な の で 、 ボ ソ カ ッ チ ョ は よ り容 易 に こ う し た 技 法 を 使 用 で き る。 フ ラ

ン ス 語 の 翻 訳 で も 、 ル ・マ ソ ン の よ う に ポ ッ カ ッ チ ョ に い わ ば 機 械 的 に 倣 え ば 、-ant形 で 同 じ

効 果 を 挙 げ る こ と が で き る 。 ジ ャ ン ヌ ・フ ロ ー ル は 扱 い や す い く<tantfUtild'iceulxsollicit6et

importune>>(p.186)<<toutesmerveill6etestonne>>(p.186)の 過 去 分 詞 を 用 い る だ け で な く くくDont

22<<d
euxgrosmastinsnoirsethydeux>〉(CA,p.186):<<duegrandietfierimastini>〉(B,p.483);<<meshorribleset

cruelzchiens(CA,p.188)>>:<<questicani>〉(B,p.484)〉 〉;<<deuxcruelzetaffamezmastins>>(CA,p」89)〉>:<<due

mastini>〉(B,p.485)

23ポ ッ カ ソ チ ョ で は<<duegrandiefierimasitini>〉<<corsiernero>>く くcavalierbruno>〉(B
,p.483)で あ り 、 犬 に

はneroは つ か ず 、 騎 士 はneroで は な くbrunoと 形 容 さ れ る 。

24既 に 例 文 な ど で 示 し た 以 外 に は
、<<horriblesetestrangesclameurs>〉(P」90)<<lebruythorribleet

espoventable>〉(P.190)。

25crudel5
,crudeiemente2,crudelta2,crudal

26crue且13cruault62cruellement2

27horribleは 二 項 表 現 の6回 を 含 め て 計10階 出 現 す る が 、 ど れ も 『デ カ メ ロ ン 』 に は な い も の で あ る 。
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set「euvantdesarm6etsansesp6e(p.187)>>の ような工夫 を行なって語末での 同音反復 を実現 して

い る。

実詞化 された不定詞 に関 しいては、プル ミエ フェがpiacereを 、既 に12世 紀 には実詞化 して

い たPlaisirで 翻訳 した以外 は、amare,spendere,avere,ragionareの 実詞化 され た不定詞は三つの

どのフラ ンス語訳 でも名詞で翻訳 され、新た に用い られ る実詞化 された不定詞pouvoir,vouloir

(以上プル ミエ フェ)、penser(フ ロール)、par且er(ル ・マ ソン)も 中世に既 に実詞 化 していた

ものであ る。イ タリア語で もフランス語で もかな りの頻度で出現す るラテ ン語 の女性形形 容詞

+menteに 起源 をもつ.ment形(イ タ リア語一mente形)の 副詞は、ポ ッカ ッチ ョも三人のフ ラン

ス人翻訳者 もかな りの多用 してい る。ポ ッカ ッチ ョは もとも と17回 使用 してお り、それ をプル

ミエ フェは10回 、『恋の物語』は6回 、ル ・マ ソンはll回 再現す る。プル ミエフ ェは新 たに

12回 用い、同 じ箇所でル ・マ ソンは2回 使用す る。『恋の物語』で も新た に20回 使 用 され(ル ・

マ ソンはそれを用いない)、 ル ・マ ソンも4回 新た に用い る。 総計ポ ッカ ッチ ョは17回 、プル

ミエ フェは22回 、『恋 の物語』 は26回 、ル ・マ ソンは17回 この形を用いて いる。 フランス語

訳 に出現す るものは既 に 中世 に出現 していた もので新 た に作 り出 され た ものは ない。 ジャ ン

ヌ ・フロールが最 も使用 回数 が多い のは、先 の二項表現で指摘 したの と同 じ理 由であ り、奇妙

なこ とにポ ッカ ッチ ョが用 いるcrudelmente(2回)は 省 略 して しま う(プ ル ミエ フェ とル ・マ

ソンはそ のまま対応す る形 を採用す る)の に、犬 が女 を襲 う場面な どで、イ タ リア語版 にはな

い箇所 でcruellement(.2回)、piteusement(3回)の 感情的な副詞 を付加 して悲惨 さを強調 す る

か らである。ポ ッカ ッチ ョが4回 用 いるissimo形 の最上級 を三人の翻訳者 は どれ も採用 しない。

ジャンヌ ・フロールは他 の話 では用 いてい た(grandissime,p.117;promptissime,p.130)の だか ら、

用 いないこ とにむ しろ理 由さ ぐるべ きであ ろ うか。

最 後 に 『恋 の 物 語 』 に 付 加 され た 部 分 を 検 討 し て お こ う。 ジ ャ ン ヌ ・フ ロ ー ル の 物 語 は 大 筋

で は ポ ッ カ ッチ ョ に 倣 い ほ ぼ 翻 訳 と言 っ て よ い が 、 大 き な 改 変 付 加 も 見 られ 、 そ れ は 次 の 二 っ

の 側 面 を 持 つ 。 一 つ は 地 獄 の ミ ノ ス の 審 判 な ど の 神 話 や 歴 史 へ の 言 及 で あ り 、 ジ ャ ン ヌ ・フ ロ

ー ル が 頻 繁 に 行 な う手 法 で あ る が 、 む し ろ こ の 話 で は 数 が 少 な い 。 こ れ を ロ リ ア ン は レ ト リ ッ

ク の 文 彩 の 一 つ と して い る こ と を 付 言 し て お こ う28。 も う一 方 は 女 が 騎 士 と 犬 に 襲 わ れ る シ ー

ン の 反 復 で あ る 。 こ の 場 面 は ナ ス タ ジ オ の 眼 前 で 展 開 され る だ け で な く 、 騎 士 の 女 を 襲 う理 由

を 説 明 す る 語 り の な か で も 触 れ られ 、 ま た 多 く の 人 々 を 招 い た 饗 宴 の 後 で も繰 り返 さ れ る 。 ポ

ッ カ ッ チ ョ は こ と に 人 々 の 前 で 展 開 さ れ る 場 合 は ご く簡 略 化 し て<<Videroladolentegiovanee'1

cavalieree'cani;>>(B,p,486)と 述 べ る の だ が 、 『恋 の 物 語 』 で は く<commencerentveoiratraversle

boys童adoleureusechasse,ladamoisellefuyante,leschiensquijapresquelateno量ent,etleCheva璽ier

criantetvenant>>(CA,p.190)と な る 。 ジ ャ ン ヌ ・フ ロ ー ル は す で に 語 られ た の と 同 じ シ ー ン の

反 復 を 「悲 痛 な 狩 り」 と要 約 しな が ら、 ナ ス タ ジ オ が 最 初 に 見 た 順 序 で 女 、 女 に 噛 み 付 く 犬 、

28AlexandreLorian
,<Laphrasepo6tiquedanslaprosefrangaiseduXVIesiecle>,inTravatLxdeLinguistigueetde

〃 舵rα'琳 ε,Centredephi且ologieetlitt6ratureromainesde1'Universit6deStrasbourg,XI,1,監973,P.486.
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騎士 を登場 させ、-ant形 と関係代名詞 による説明 を付加 して、地獄 の狩 りの内容 を要約反復 し

てみせ る。 これは このシー ンの強調 でもあるが、敷衛の例 とも見なせ るだろ う。

以上 のよ うにジャンヌ ・フロールは、『ポ ッカ ソチ ョ』の翻訳で ある第五の話では、比較 的 自

由な語順、分析的混合的な埋 め込み、二項表現 による強調 を通 じて、エ ピソー ドの劇的 な側面

を強調 しなが ら、か な り素早 くしなやかで、十分明瞭で、非 常に装 飾的な文体を作 り上 げてい

るが、そ こには文彩、殊に譜調へ の配慮が大い に働 いてい る。他 の各話での検討 が今後 の課題

と して残 され てい よ う。(2006.ll.14)
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EtudesurlesComptesa〃zozareux(4)

KAJIYoshihiro

Nousavonsabord61'6tudestylistiquedesCo㎎ ρtesamoureztxenanalysantIecinqui6me

contedecerecueil,6pisodeconnudelachasseenenfer,parlacomparaisondutexteoriginaI

dansle1)4cα 切670ηdeBoccaceetdesdeuxdesestraductions,1'uneparLaurentdePremierfait

auXVesiさcleetl'autreparLeMagon,contemporaindel'㏄uvredeJeanneFlore.

Nousavonsexamin6cestextessurlesplansdelasyntaxeetduvocabuIaire,qui

rappellentIesdeuxgrandsfacteurscaract6risantIestextesnarratifsduXVIesiさclepropos6s

AlexandreLorian,remphaseetrimbrication.

DansletextedeJeanneFlore,quiestinfluenc6dansunecertainemesureparl'italiende

Boccace,rordrere[ativementlibredesmots,Putilisationde1'imbricationanalytiqueetmixte

etremphaseaveclebin6mesynonymiquecontribuentaprodulre,toutensoulignantl'aspect

dramatiquedel'6pisode,unstyleassezrapide,bienclairettr合sfleuriavecuneattention

marqu6epourlesfiguressurtoutennombre,
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